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に導入できたかを in vitro で評価した。フローサイトメトリーを用いた細胞表面抗原マーカーにより骨
髄間葉系幹細胞の特性を、蛍光顕微鏡での観察により量子ドットの導入率を、各々算出し評価した。 
 次に、12 週齢家兎第 4 足根骨を壊死させ背面皮下に留置後、壊死骨内に量子ドットを導入した骨髄
間葉系幹細胞を自家移植し、移植後組織での移植細胞の局在及び骨新生について組織学的に評価した。 
(結果) 
 著者は細胞表面抗原マーカーによる評価を行い、陽性マーカーである CD81 が陽性となる細胞が 90%、
陰性マーカーである CD34 および HLA-DR が陽性となる細胞がそれぞれ 5.6%、1%未満であることを
見出した。 
 細胞質全体に赤色に蛍光される量子ドットを認め、量子ドット導入率が 93.3 ± 2.0 %であることを見
出した。 








の結果は、移植後 8 週および移植後 4 週共に類似していることを明らかにした。また、移植後 12 週で
は、量子ドット・ALP 染色・TB 染色の局在が一致している領域と、量子ドット・TB 染色の局在は一
致しているが ALP 染色で染色されない領域が混在していることを明らかにした。一方、移植後 24 週で























平成 25 年 12 月 26 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について著
者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員
が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
